
京都大学における地域連携の取組について

京都大学の地域連携方針

京都大学は、「研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備えた研
究活動により、世界的に卓越した知の創造を行う」とともに、「世界に
開かれた大学として、地域との連携・国際交流を深め、自由と調和に
基づく知を社会に伝え、地球社会の調和ある共存に貢献する」ことを
基本理念として掲げ、知の創出と知的資産の社会還元を大学の大き
な役割と位置づけています。

京都大学は、こうした基本理念を継承・発展させるとともに、大学の
社会貢献の一環として産官学連携活動を推進し、大学で創出された
研究成果を知的財産としても普及・活用を促進します。この産官学連
携活動を通じて、我が国及び地球社会に貢献するとともに、本学に
おける教育・研究活動の一層の発展と国際的な人材育成に資するこ
とをミッションとしています。

京都大学 吉田キャンパス

大学の研究者 地域課題解決に向けた活用例

原田 博司 教授

■ 主な研究内容

デジタル技術の活用
（ネットワーク）

第５世代/第６世代移動通
信システム
スマートM2M (Machine-to-
machine)通信システム

■ 活用分野

■ 活用例

広域Wi-Fiシステムを用いた無線通信に
より、山間地域等に発生した天然ダムの
水位をリアルタイムに把握し、地域の
減災・防災に活用

防災・防犯、健康・医療

情報学研究科
原田 博司 教授

※研究者の経歴等は
（URL：http://www.dco.cce.i.kyoto-u.ac.jp/ja/）
をご参照下さい。



京都大学における地域連携の取組について

大学の研究者 地域課題解決に向けた活用例

■ 主な研究内容
デジタル技術の活用
（ＡＩ・データ利活用）モバイル・ユビキタス

ラーニング、
教育ビッグデータ、
教育データサイエンス、
教育情報学、教育工学等

■ 活用分野

■ 活用例

教育用説明生成ＡＩエンジンの教育現場
での活用
• ＡＩが児童生徒の学習プロセスを理解し
て説明を生成し、学ぶべき事項を推薦

教育

学術情報メディアセンター
緒方 広明 教授

※研究者の経歴等は
（URL：https://www.let.media.kyoto-u.ac.jp/）
をご参照下さい。

地域連携事例集にも
掲載されています。



地域との連携形態について

地域との連携形態

研究から生まれた卓越した「知」を社会に伝え、自らも社会の一員として、社会が抱える多元的かつ複雑な諸問題の解決に取り組むた
め、京都大学では様々な産官学連携メニューを用意しております。

参考URL：https://www.saci.kyoto-u.ac.jp/

連絡先
京都大学 成長戦略本部
Mail：co-creation@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp




